
実習の時間が十分にあり、理解しや

すかった。すぐに使える知識から今
後役に立つであろう知識まで、幅広

く教えていただきました。

介護職の立場を考えて涙されるド
クターがいることに驚きました！
医療とは何かを考えさせられまし
た。

実技の体験をとおし
て患者さんの気持ち

がよくわかりました。
実習を担当されたス

タッフの方々の患者さ
んへの熱い思いをひし

ひしと感じました。

認知症患者さんへの対応について
ドキッとする指摘があり、自分の介
護に対する姿勢を考えさせられま
した。

看護職の真似は必要ないけれど、知識を身に付けることで共通の

理解ができると思う。

とても充実したカリキュラムでした。
自施設に戻ったら他の職員にも伝え、
この認定講座がもっと広まればよい
と思いました。

今まで疑問に思っていたことを解決することも
でき、今後に生かしてより高いレベルの介護を
行っていこう！ という自信にもつながりまし
た。

新しいことをどんど
ん吸収しなければ、と
感じました。共有・伝達・
チーム力の大切さ・・・
勉強は大切。ありがと
うございました。
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